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左
記
の
と
お
り
毛
筆
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

◆
一
般
部
（
高
校
生
以
上
）

一
、
出
品
区
分
　
一
科
審
査
会
員
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
科
審
査
会
員
（
師
　
範
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
無

鑑

査
（
教
　
範
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一

科
（
書
範
～
準
四
段
）

　
　
　
　
　
　
　
二

科
（
三
段
～
準
初
段
）

　
　
　
　
　
　
　
三

科
（
１
級
～
新
入
）

　
※
出
品
区
分
は
、
一
月
号
の
成
績
を
基
準
と
す
る
。

　
※�

本
会
の
毛
筆
部
に
出
品
し
て
い
な
い
場
合
は
、
所
属

団
体
で
の
段
級
、
資
格
ま
た
は
書
歴
を
明
記
の
上
、

該
当
す
る
区
分
に
出
品
す
る
こ
と
。

一
、
作
品
寸
法
　
　
　

　
　
《
一
科
審
査
会
員
～
一
科
》

　
　
　
　
　
条
幅
半
切
縦
　（
136
㎝
×
35
㎝
）

　
　
《
二
科
・
三
科
》
※
次
ペ
ー
ジ
参
照

　
　
　
　
　
条
幅
半
切
縦
　（
136
㎝
×
35
㎝
）
ま
た
は

　
　
　
　
　
条
幅
半
切
二
分
の
一
縦
（
68
㎝
×
35
㎝
）

　
※
小
さ
い
作
品
を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
は
不
可

一
、
作
品
内
容

　
漢
字
・
か
な
・
調
和
体

　
※�

一
般
部
は
、
作
品
に
出
品
票
を
必
ず
貼
付
し
、
必
要

事
項
を
記
入
し
た
出
品
申
込
書
と
一
緒
に
出
品
料
を

添
え
出
品
す
る
こ
と
。（
必
要
な
書
類
は
、１
月
号
送

本
時
に
予
め
各
支
局
・
支
部
に
送
付
す
る
。
個
人
会

員
は
本
部
事
務
局
ま
で
請
求
の
こ
と
）

◆
教
育
部
（
中
学
生
・
小
学
生
・
幼
年
）

一
、
課

　
題

　�

自
由
。
た
だ
し
書
初
め
に
ふ
さ
わ
し
い
語

句
。（
一
月
月
例
課
題
参
考
）

　
　
　
　
　
　
※
中
二
・
三
の
書
体
は
行
書
に
限
る
。

　
　
　
　
　
　
※�

十
二
月
の
検
定
試
験
の
会
友
合
格
者
は

「
会
友
で
」
出
品
す
る
こ
と
。

一
、
用

　
紙

　
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
68
㎝
×
17.5
㎝
）

一
、
出
品
料

　（
一
点
に
つ
き
）

　
●
一
般
部
　
　
一
科
審
査
会
員	

四
、八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
二
科
審
査
会
員	

三
、
七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
無

鑑

査	

三
、
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
一

科	

二
、
七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
二

科	

一
、
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
三

科	

一
、
六
〇
〇
円

　
●
教
育
部
　
　
会

友	

六
三
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
中
学
～
幼
年	

五
三
〇
円 

一
、
出
品
締
切

　

令
和
六
年
一
月
二
十
四
日
（
水
）
本
部
必
着

一
、
送
り
先

　
〒
509
ー
5134
　
土
岐
市
泉
島
田
町
一
ー
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
大
書
心
会
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
係

一
、
審
　
査

　
令
和
六
年
一
月
三
十
日
（
火
）

　
午
前
九
時
半
か
ら
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
・
会
議
室

一
、
審
査
員

　�

会
長
・
認
定
審
査
員
・
及
び
八
十
点
以
上
出
品
の
団
体

責
任
者
に
委
嘱
す
る
。

一
、
褒
　
賞
（
※
印
申
請
中
）

　�

憲
照
記
念
賞
（
一
科
審
査
会
員
）・
大
賞
・
準
大
賞
・
会

友
特
選
（
以
上
師
範
、
会
友
を
対
象
）・
会
長
賞
・
※
土

岐
市
長
賞
※
同
教
育
長
賞
※
同
市
議
会
議
長
賞
※
中
日

新
聞
社
賞
・
大
書
心
会
賞
・
大
書
心
会
奨
励
賞
・
理
事

長
賞
・
師
範
会
賞
・
理
事
奨
励
賞
・
特
選
・
奨
励
賞
・

俊
英
賞
・
優
秀
・
秀
作
・
入
選
・
佳
作

　
◦
全
員
に
賞
状
、
賞
品
を
授
与
す
る
。

　
◦
成
績
優
秀
な
団
体
に
は
、
団
体
賞
を
授
与
す
る
。

一
、
団
体
出
品

　�

５
点
以
上
ま
と
め
て
出
品
の
場
合
は
団
体
扱
い
と
す

る
。
特
典
も
あ
り
、
そ
の
他
出
品
者
名
簿
が
必
要
と
な

る
の
で
、
大
書
心
会
本
部
事
務
局
ま
で
申
込
む
こ
と
。

※
支
局
・
支
部
に
は
12
月
号
送
本
時
に
同
封
し
ま
し
た
。

一
、
表
装
に
つ
い
て

　
◦�

出
品
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
は
し
ま
せ
ん
が
、
表

装
を
希
望
す
る
場
合
は
、
表
装
後
返
却
し
ま
す
の
で
、

二
月
末
日
ま
で
に
本
部
事
務
局
へ
申
込
む
こ
と
。

　
　（
詳
細
は
、
支
部
長
ま
た
は
本
部
ま
で
）

●
表
装
料
（
税
込
み
・
送
料
別
）

　
　
条
幅
半
切
・
半
切
二
分
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円
よ
り

　
　
Ａ
～
Ｅ
ま
で
五
種
類
あ
り
ま
す
。

　
　
半
切
四
分
の
一

　
Ｆ
、
紙
表
装
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
円

　
Ｇ
、
綿
表
装
　
　
　
　
　
二
、
八
〇
〇
円

　
※�

月
例
競
書
出
品
作
品
は
、
審
査
の
過
程
で
印

し
る
し

を
つ
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
表
装
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
会
長
賞
受
賞
者
の
特
典

　
●�

教
育
部
で
六
段
以
下
の
受
賞
者
は
一
段
階
昇
格
を
認

め
る
。

　
●�

現
在
小
五
年
生
以
上
で
、
幼
年
か
ら
通
算
し
て
三
回

受
賞
し
た
場
合
は
会
友
を
認
定
す
る
。

　
※
い
ず
れ
も
発
表
月
か
ら
昇
格
す
る
。

一
、
特
別
昇
級
の
特
典

　
　�

一
般
部
・
教
育
部
と
も
毛
筆
部
１
級
以
下
の
出
品
者

は
、
全
員
一
階
級
特
進
を
認
め
ま
す
。

一
、
そ
の
他

　
◦
作
品
は
す
べ
て
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

　
◦�

一
人
何
点
出
品
し
て
も
よ
い
が
、
特
別
賞
受
賞
は
一

人
一
点
と
す
る
。

　
◦�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
と
月
例
競
書
を
兼
ね
る
事
は
で
き

な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
出
品
す
る
こ
と
。

　
◦�

一
般
部
は
、
出
品
区
分
別
・
寸
法
別
に
審
査
の
上
、

各
上
位
入
賞
者
に
つ
い
て
は
、昇
格
制
度
に
基
づ
き
、

昇
格
、
昇
段
級
す
る
。（
内
規
に
定
め
る
）

　
◦�

出
品
料
は
為
替
か
小
為
替
に
し
て
作
品
と
同
封
し
書

留
で
送
る
か
現
金
書
留
に
よ
る
送
金
に
限
る
。

　
　（
振
替
、
そ
の
他
は
不
可
）

　
◦�

成
績
は
、
本
誌
４
月
号
に
発
表
す
る
ほ
か
、
各
団
体

別
に
通
知
し
、
賞
品
・
賞
状
は
４
月
号
送
本
時
に
同

封
す
る
。
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　 二科・三科参考手本 （半切２分の１サイズ用）

▶�二科・三科は、半切２分の１サイズまたは半切のどちらかで出品して下さい。課題は自

由ですが、半切２分の１サイズを選択した場合、下掲の参考手本によりご出品いただく

こともできます。

視
点
を
変
え
る
と
世
界
が
広
が
る

須　田　一　葉　書

満ま
ん

堂ど
う

の
和わ

氣き

嘉か

祥
し
ょ
う

を
生

し
ょ
う

ず

清　水　翠　芳　書

幾い
く

回か
い

か
花か

枝し

を
折
り
て
齅か

が
ん
と
欲
す
る
も

心
に
花
の
傷
つ
く
を
恐
れ
て
復ま

た
手
を
停と

ど

む

新　井　龍　峰　書

衣
手
に二

う
つ
り利

し
花
の
い
ろ路

か可

れ
て

　
　
　
　
　
袖所

て

ほ本

こ
ろ
ぶ
る
萩
が可

花者
那

ず
り
（
山
家
集
）

簗　瀬　舟　香　書田　中　貴　光　書

日
と
月
を
か可

かゝ
げ希

め免

で
た多

し
明
の
春
（
高た

か

浜は
ま

虚き
ょ

子し

）
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短期特別課題 千字文を学ぶ Ⅲ

三
体
千
字
文
を
書
く
（
37
）　
　
　
　
　
　
　
締
切
り
　
一
月
二
十
四
日
（
必
着
）

◆�

硬
筆
の
専
門
誌
だ
っ
た
大
書
心
に
一
般
毛

筆
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
六

（
一
九
八
一
）
年
四
月
の
こ
と
で
す
。

◆�

「
三
体
千
字
文
」課
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

憲
照
先
生
の
穏
健
中
正
で
気
品
の
あ
る
手

本
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

◆�

短
期
特
別
課
題
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

一
月
か
ら
二
年
間
と
平
成
二
十
八
年
の
一

年
間
学
び
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
き

で
す
。

◆�

原
点
に
返
っ
て
、
基
本
用
筆
と
正
し
い
崩

し
方
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ
う
。

〔
千
字
文
〕

　
四
言
古
詩
二
五
〇
句
、
重
複
し
な
い
千
字

か
ら
な
っ
て
お
り
、
聖
徳
・
修
養
・
修
身
・

斉
家
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
習
字
手
本
で

あ
り
、
初
学
者
の
教
科
書
で
も
あ
っ
た
。

　

梁
り
ょ
う

の
武ぶ

帝て
い

（
在
位
五
〇
二
〜
五
四
九
）
の

命
を
受
け
、

周
し
ゅ
う

興こ
う

嗣し

が
王お

う

羲ぎ

之し

の
筆
跡
中
か

ら
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。

〔
解
説
〕

蓋が
い

此し

身し
ん

髪ぱ
つ

四し

大だ
い

五ご

常
じ
ょ
う

身し
ん

体た
い

髪は
っ

膚ぷ

は
父
母
か
ら
う
け
た
大
切
な
も
の

で
あ
り
、

�

四
大
を
知
っ
て
、
五
常
を
守
っ
て
身
を
立
て

る
。

奥
　
村
　
憲
　
照
　
先
　
生
　
書

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼�

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕
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新
あら

　井
い

　龍
りゅう

　峰
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

〔解　説〕

★
教
育
と
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
新に

渡と

戸べ

稲い
な

造ぞ
う

（
一
八
六
二
～
一
九
三
三
）

　「
少
年
よ
大
志
を
い
だ
け
」
で
有
名
な
札

幌
農
学
校
初
代
教
頭
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
去
っ

た
後
、
稲
造
は
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
、

彼
は
母
校
を
始
め
東
大
や
京
大
の
教
授
に
な

り
明
治
三
十
九
年
か
ら
七
年
間
、
一
高
の
校

長
を
務
め
ま
し
た
。
進
歩
的
で
自
由
な
校
風

を
う
ち
た
て
、
名
校
長
と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。

　
彼
は
、
学
生
に
自
由
に
行
動
さ
せ
そ
の
責

任
は
自
分
が
と
る
と
い
う
態
度
で
、
常
に

「
教
育
と
は
知
識
を
つ
ぎ
こ
む
こ
と
で
な
く

…
。」
と
言
い
実
践
し
よ
う
と
つ
と
め
て
い

ま
し
た
。

◆
２
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
徳
は
孤
な
ら
ず

　
必
ず
隣
あ
り

　
　
　
　
　
論
語
　

★
怒
り
は
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
（
前
五
八
二
頃
～
前
四
九
七
頃
）

　
私
達
は
人
か
ら
不
当
な
侮
辱
を
受
け
る
と

つ
い
怒
り
の
感
情
に
か
ら
れ
、
時
に
は
な
ぐ

り
つ
け
た
り
物
を
投
げ
た
り
し
か
ね
ま
せ

ん
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
事
を
し
た
後
に
は

後
悔
す
る
も
の
で
す
。

　
ロ
シ
ア
の
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
は
「
怒
り
は

他
人
に
も
有
害
だ
が
本
人
に
は
よ
り
有
害
で

あ
る
。
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
無
謀
を
も
つ
怒
り
は
一
時
の
狂
気
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
感
情
は
お
さ
え

た
い
も
の
で
す
。

◆
２
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
堪
忍
の
袋
を

　
常
に
首
に
掛
け

　
破
れ
た
ら
縫
え

　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　
▼
師
範
＝
楷
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

一 般 部 規 定 課 題� 締切り　1 月 24 日（必着）

古
ふる

　田
た

　瑞
ずい

　苑
えん

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

（
無
）

　
　
　
（
謀
）

方
向
に
変
化
を

少
し
出
す

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

３

３

３

３

４



新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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〔
句
解
〕
下
町
の
下し

も

京
ぎ
ょ
う

の
家や

並な
み

に
は
、

い
っ
せ
い
に
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

夜
に
な
る
と
雨
ま
で
加
わ
っ
て
、
寒
さ
侘わ

び

し
さ
が
募
っ
て
く
る
。
が
、
屋
根
の
下
に
は

人
な
つ
こ
い
下
京
の
人
々
が
心
を
寄
せ
暖
め

合
っ
て
い
る
生
活
が
感
じ
ら
れ
る
。

〔
鑑
賞
〕〈
下
京
や
〉
が
す
ば
ら
し
い
理
由

は
、
〈
雪
つ
む
上
の
夜
の
雨
〉
の
侘
び
し
く

切
な
い
よ
う
な
情
景
が
、
土
地
柄
の
雰
囲
気

に
よ
っ
て
生
活
の
ぬ
く
も
り
を
帯
び
て
つ
な

が
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
昔
の
地
名
町
名
か
ら

は
お
の
ず
か
ら
想
像
で
き
る
独
特
の
持
ち
味

が
あ
っ
た
。

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

下
京
や
雪
つ川

む
上
の農

夜
の
雨阿

め

下
京
や
雪遊

支

つ徒

む無

上
の農

夜
の乃

雨あ
免

下し
も

京
ぎ
ょ
う

や
雪
つ
む
上
の
夜
の
雨

�

（
野の

沢ざ
わ

凡ぼ
ん

兆
ち
ょ
う

）

（州）

一 般 部 か な 課 題� 締切り　1 月24 日（必着）

〔
解
説
〕〈

〉
や
〈

〉
の
最
後
の

は
ら
い
は
、
左
か
ら
真
中
へ
持
っ
て
き
て
、

真
中
そ
の
ま
ま
下
へ
は
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
２
月
課
題
予
告

　
う
づ
く
ま
る
薬
の
下も
と

の
寒
さ
か
な

�

（
内な
い

藤と
う

丈じ
ょ
う

草そ
う

）

〔
古
筆
参
考
〕

遊ゆ徒つ農の阿あ免め



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

〔古筆参考〕

−  7  −

香
こう

紙
し

切
ぎれ

�
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
つ
か可

さ

ふ
る類

ゆ遊

き
も母

し
た多

に尓

ゝ
ほ本

へ
る
ん

（
む
）

め免

の
花

し志

の
び
に二

ゝ
げ希

て
春
は盤

き
に耳

け希

り

締
切
り
　
一
月
二
十
四
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔
歌
意
〕
昔
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、

日
本
海
の
荒
海
と
す
ぐ
向
こ
う
に
見
え
て
い

る
佐
渡
の
島
で
あ
る
。

〔解説〕
　
明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
御
座
居
ま
す
。

　
本
年
も
何
と
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
本
年
は
近
世
和
歌
集
の
「
良
寛
」
さ
ん
の

歌
そ
し
て
、
古
筆
は
「
香
紙
切
」
を
参
考
に

皆
さ
ま
と
ご
一
諸
に
学
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・�

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋠
、

㋩
と
㋥
、
㋩
と
㋬
、
㋩
と
㋠
、
㋭
と
㋬
、

㋭
と
㋠
、
㋣
と
㋠
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・�

○
余
白
大
切
。

・�

行
の
ポ
イ
ン
ト
大
切
。

・
ポ
イ
ン
ト
の
動
き
大
切
。

◆
２
月
課
題
予
告

　
久
方
の
雪
げ
の
水
に
ぬ
れ
に
つ
ゝ

　
春
の
も
の
と
て
積
み
て
き
に
け
り

い
に尓

し
へ邊

に二

変可
盤

ら
ぬ
も
の
は八

荒
（
あ
り

磯そ

海み
）

と

む
か可

ひ避

に二

見
ゆ
る
佐さ

渡登

の
島
な奈

り

㋥ ㋩

㋺ ㋑㋭㋬

㋣㋠



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　 （
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  8  −

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

お
幸
せ
な
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
とゝ

存
じ
上
げ
ま
す
。
我
が
家
の
庭
で
は
、

昨
夜
降
り
積
も
っ
た
雪
で
子
供
ら
が
、

さ
っ
そ
く
雪
だ
る
ま
を
作
り
ま
し
た
。

ラ
イ
ン
で
動
画
を
送
り
ま
す
ね
。
　
　

締切り　1 月 24 日（必着）



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  9  −

〔�

条
幅
解
説
〕

　
昔
、
読
売
展
で
の
事
。
前
年
に
続
い
て
賞
を
得
れ
ば
評

議
員
に
昇
格
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
が
、
師
か
ら
「
自
分
の

頭
に
な
い
新
し
い
も
の
を
入
れ
と
ら
ん
！
　
勉
強
し
た
事

に
な
ら
ん
」
と
お
叱
り
を
受
け
た
そ
の
有
難
い
お
言
葉
を
、

小
生
九
十
二
才
の
現
在
も
忘
れ
て
い
な
い
つ
も
り
な
の
で

す
が
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ご4

一
同
様
お
そ
ろ
い
で
一4

陽
来
復
の

　
　
春
を
め
で
た
く
お4

祝
い
さ
れ
た
こ
と
とゝ

　
　
存
じ
ま
す

　
寒4

さ
も
こ
れ
か
ら
が
本
番

　
　
ど4

う
ぞ
風
邪
に
は
ご
用
心
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
天
帝
が
正
に
大

い
な
る
幸
福
を
開
い
た
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

行
間
変
更
（
も
と
は
15.3 

pt
）

締
切
り
　
一
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

天

正

開

景

て
ん
ま
さ
に
け
い
そ
を
ひ
ら
く



−  10  −−  11  −

〔
解
説
〕

春は
る
ち
か
き
は
う
め
の
し
る
あ
り

近

有

梅

知

　〔
大
意
〕�

春
の
そ
こ
に
き
た
こ
と
は
梅
が
よ
く
知
る
か
ら
早
く
も

蕾
つ
ぼ
み

を
も
っ
て
い
る
。

◆
２
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　1 月24 日（必着）

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
楷
書
）�

清し

　
水み

ず

　
翠す

い

　
芳ほ

う  

書



−  10  −−  11  −

〔
解
説
〕

　
※�

文
献
に
よ
っ
て
字
体
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〔
出
典
〕
孔
子
廟
堂
碑
（
六
二
六
～
六
三
三
）

〔
筆
者
〕
虞ぐ

世せ
い

南な
ん

（
五
五
八
～
六
三
八
）

〔
読
み
〕�（
垂す

い

）
袞こ

ん

斯か

く
も
遠は

る

か
な
る
か
。

而し
か

る
に
棟と

う

宇う

（
脩お

さ

め
ら
れ
ず
、
）

◆
２
月
課
題
予
告※

旁
と
同
じ

　
　
　 

袞
　
　
　
　
　
　 

斯
　
　
　
　
　
　
遠
　
　
　
　
　 

而
　
　
　
　   

棟
　
　
　
　
　
　
　
宇

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　1 月24 日（必着）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

須す

　
田だ

　
一い

ち

　
葉よ
う  

臨



−  13  − −  12  −

　一般部毛筆かな課題� 締切り　1 月24 日（必着）

〔
句
意
〕�

一
月
七
日
は
薺

な
ず
な

粥が
ゆ

を
食
べ
る
。
爼そ

上
じ
ょ
う

で
大
き

く
と
ん
と
ん
と
薺
を
た
た
く
と
、
顔
に
飛
び

散
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
明
る
い
正
月
の
快
活

さ
に
満
ち
た
句
。

春は
る

の
炉ろ

に
焚た

く
松ま

つ

か
さ
の
に
ほ
ひ
け
り

我わ
か

顔ゝ
ほ

に尓

薺
な
つ
奈

と
は
し
る
う
れ連

し志

さ佐

よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松ま

つ

瀬せ

青せ
い

々せ
い

〔
古
筆
参
考
〕

尓に奈な連れ志し佐さ◆
２
月
課
題
予
告

新
入
か
ら
１
級
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書



−  13  −

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書

−  12  −

　一般部毛筆かな課題� 締切り　1 月24 日（必着）

絵ゑ

日ひ

傘が
さ

を
か
な
た
の
岸き

し

の
草く

さ

に
な
げ

　
　
　
　
　
わ
た
る
小を

川が
は

よ
春は

る

の
水み

づ

ぬ
る
き

〔
歌
意
〕�

子ね

の
日
の
遊
び
を
し
て
、
自
分
の
も
の
と
場
所
を

き
め
て
お
い
た
野
辺
の
小
松
は
、
引
か
な
い
で
、

千
年
の
後
の
繁
る
木
陰
を
待
と
う
か
。

子
の
日
し
て
し志

め
つ
る
野能

へ
の農

姫ひ
免

小こ

松万
徒

　
　
　
　
　
ひ悲

か可

て
や
千
代
の
蔭可

介

を
待万

た堂

ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

清き
よ

正た
だ

〔
古
筆
参
考
〕

能の農の免め徒つ介け堂た◆
２
月
課
題
予
告



よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  14  −−  15  −

教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

と
し

１

２
１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２
３

３

３

４ ５



小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  14  −−  15  −

教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

ぎ

はは

あ
さ

ご

ひ

ひ
か
り



小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

−  16  −−  17  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり 1 月24 日（必着）

モ
ク

ヒ
ョ
ウ

た
（
つ
）

モ
ウ

か
（
き
）

ぞ
（
め
）

ヒ
ツ

ね
が

ケ
ン

コ
ウ

ガ
ン

ジ
ツ

あ
さ



解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  16  −−  17  −

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

中
　
一
　
年
　
　
　（
楷
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり 1 月24 日（必着）

ゼ
ン

リ
ョ
ク

ゆ
め

か
た（
る
）

と
も

す
が
た

カ
ン

ゲ
キ



◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、‌�

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。
（
黒
色
に
限
る
）

一
、  ‌�

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、‌�

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  18  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

う
つ
く

で

ひ

け
ん

こ
う

と
し

は
つ

じ
ん

じ
ゃ

ち
か

こ

ぞ
く

す
い

へ
い

せ
ん

か

も
う
で

しめきり　1 月 24 日（必着）

▼小三年以下の課題　　伊
い

　藤
とう

　汀
てい

　香
こう

　書

▼小四年以上の課題　　近
こん

　藤
どう

　雅
が

　洸
こう

　書



−  19  −

　　　　　　　　　教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

小　二　年

酒
さか

井
い

智
とも

仔
こ

書

◆�１月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm× 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。

注
…�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

小　一　年

酒
さか

井
い

智
とも

仔
こ

書

よ　う　年

酒
さか

井
い

智
とも

仔
こ

書



−  20  −−  21  −

　　　　　　　　教育部毛筆課題　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

小　五　年

水
みず

野
の

碧
へき

友
ゆう

書

◆�１月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm× 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。

注
…�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

小　四　年

水
みず

野
の

碧
へき

友
ゆう

書

小　三　年

水
みず

野
の

碧
へき

友
ゆう

書



−  20  −−  21  −

　　　　　　　　教育部毛筆課題　　　　　しめきり　1 月24 日（必着）

中二・三年

玉
たま

樹
き

小
しょう

華
か

書

◆�１月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm× 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。

注
…�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

中　一　年

玉
たま

樹
き

小
しょう

華
か

書

小　六　年

玉
たま

樹
き

小
しょう

華
か

書




